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群馬県立がんセンターでは、下記の臨床研究を実施しております。本研究の対象に該当する

可能性のある方で、診療情報等を本研究目的に利用される事を希望されない場合、また研究に

関する質問は、下記の連絡先にお問い合わせ下さい。このお知らせの後、ご連絡が無い場合は

診療情報等の研究目的の利用にご同意をいただいたものとして実施させていただきます。 

研究課題名 がん専門病院における新型コロナ病棟での院内フォーミュラリーの有効性 

研究対象 2021年 4月 1日から 2021年 9月 30日の期間に、COVID-19病棟に入院し

た患者 

研究期間 倫理委員会承認日～2023/3/31 

研究目的 COVID-19 で入院した患者を対象として、持参薬と入院中の処方状況をレト

ロスペクティブに調査し、院内フォーミュラリーの地域頻用薬との互換性を評

価する。さらに、一時使用医薬品申請に伴う薬剤購入の回避による経済性

について評価する。 

利用する試料・情

報 

電子カルテを用い、以下のデータをレトロスペクティブに収集する。 

患者背景として、年齢、性別、常用薬、入院日数、医療圏を調査する。院内フォーミュラリ

ーの互換性および経済性に関する評価項目として、常用薬の薬効分類と同一成分薬剤

の院内採用割合、同一成分医薬品が未採用の場合は他の薬剤での代替状況や一時使

用医薬品申請の状況について調査する。さらに、未採用薬を代替薬で対応せずに購入し

たと仮定した場合に推定される購入費や廃棄が想定される金額を算出して、院内フォーミ

ュラリーの経済性を評価する。院内採用薬の互換性や経済性は院内フォーミュラリーの

有無別に評価する。 

情報管理責任者 群馬県立がんセンター 薬剤部 新井 隆広 

共同研究者 群馬県立がんセンター 薬剤部 

齊藤 妙子、藤田 行代志、大橋 崇志、 

高橋 真澄、猪熊 扶美、齊藤 康介 

他機関への提供

方法 

なし 

個人情報の取り

扱い 

本研究により得られた結果は、学会・論文等で発表予定ですが、氏名や住

所等、個人を特定できるような情報は一切公表されません。 

連絡先 情報が当該研究に用いられることを希望されない場合、患者さんもしくは患

者さんの代理人のお申し出によりいつでも対象から外れることが可能です。

それによって、患者さんに不利益が生じることは一切ありません。 

担当者：薬剤部 新井 隆広 

群馬県立がんセンター 薬剤部 

〒373-0828 群馬県太田市高林西町 617-1 

電話番号：0276-38-0771（代） 

 


